
令和 8年度 第 1 回杵築市上下水道事業審議会 

 

○日時    令和８年５月２１日（木） １４：３０～１６：１０ 

 

○場所    杵築市役所 本庁 ２階 第２会議室 

 

○出席者  （委員） 

       長﨑会長、糸永副会長、神鳥委員、土谷委員、吉岩委員、佐々木

委員、是永委員、中根委員、矢守委員 

      （事務局） 

       田邉上下水道課長、手嶋上水道管理係長、口羽上水道工務係長、 

本多上水道管理係主査 

 

〇議題  1.開 会 

2.会長あいさつ 

3.報 告 

水道ビジョンのパブリックコメント実施結果について 

4.議 事 

（１）水道料金表の改定について 

（２）杵築市水道事業経営戦略の改定（案）について 

（３）審議会答申の構成（案）について 

（４）その他 

5.閉 会 

 

○会議の内容 

１.開会         

２.会長あいさつ  長﨑会長 

３.報告 水道ビジョンのパブリックコメント実施結果について 

  事務局から、令和 8年 4月 1日から 4月 30日までの期間で実施された水道

ビジョンのパブリックコメントの結果について、意見の提出がなかったこと

を報告。 

４.議事 

※委員 10名中 9名が出席しており、委員数の過半数に達していることから 

会議が成立している旨を事務局より報告。また、上下水道事業審議会条例に 

基づき、長﨑会長が議事を進行。 

 



（１）水道料金表の改定について 

 事務局から資料に基づき、概要の説明。 

1) 県内自治体との比較 

大分県内各市町村の 13mm口径における基本料金・従量料金の説明。 

・多くの自治体は 20立方メートル前後を境に料金段階を設定している 

が、杵築市はしていない。 

・杵築市は、低使用量帯への配慮と大口使用者への逓減設定を併せ持つ 

 料金体系となっており、２段階の逓減区分を持つのは県内唯一である。 

2) 杵築市の使用水量分布 

・使用者の多くは 20㎥前後に集中している。 

・20㎥以下で調定件数の約 70％を占める。 

・40㎥以下で調定件数の約 94％を占める。 

・300㎥超の使用者は少数で、全体使用水量の約 10％程度。 

3) 改定案の考え方 

・平均改定率は、既決のとおり 13％で設定。 

・基本料金は、既決のとおり 30％引上げで設定。 

・一般家庭の代表的使用量である 20㎥の料金は 3,900円台を目安に設定。 

 

今回、大口使用者（特に 1000㎥超）への料金逓減（優遇）をどこま 

で維持するか、それに伴う一般家庭（20～40㎥層）の負担とのバラン 

スが議論の大きな焦点となった。 

活発な意見交換が行われた中、委員の意見として、20㎥は一般家庭 

の基準として意識されており、ここへの配慮は必要との意見があった 

一方、大口使用者についても、急激な負担増により影響が出ないよう一 

定の配慮が必要との意見もあった。 

結論として、最終的に大口使用者への配慮が手厚く、全ての使用水量 

における改定率が平均改定率 13%に最も近い案④を今回の水道料金改 

定の案として採用することとなった。ただし、答申においては、「大口 

使用者に対する逓減については、今後解消の方向で検討を進めるべき」 

という意見を付記することで合意された。 

 

（２）杵築市水道事業経営戦略の改定（案）について 

事務局から経営戦略の修正箇所を説明。 

・「社会情勢」の文言を「社会経済情勢」に修正。 

・各年度の決算で収支均衡となるように「令和 9年度と令和 13年度」にそ

れぞれ 13%の料金引き上げを行うことを明記。 



・「使用者の負担軽減と経営の健全化の両立を図る」という表現を、「使用者 

の急激な負担増とならないよう配慮しながら経営の健全化を目指す」と 

いう表現に修正。 

以上を審議した結果、経営戦略改定案は原案どおり承認された。 

 

（３）審議会答申の構成（案）について 

事務局から答申の構成案について提案。 

・基本的に 4年前の答申の構成を踏襲しつつ、今回の諮問内容（水道ビジョ 

ン、経営戦略、水道料金）を審議してきたことを反映していく。諮問（水 

道ビジョン、経営戦略）への回答は、別冊のとおりとする。 

・諮問（料金）への回答として、料金改定はやむを得ないとし、改定率は平 

均 13%、令和 9年 4月からの適用とする。 

  ・水道料金の定期的な見直しを明記する。 

・今後の課題（付帯意見）として、効率化（民間委託、広域連携）、情報公 

開の推進、有収率向上（漏水調査、管路更新）などを盛り込むことを提案。 

また、追加事項として、議事 4（1）での議論を踏まえ、「大口利用者への 

逓減の見直し」に関する意見を追加することが確認された。 

 

（４）その他 

事務局から次回開催日の提案があり、７月２日（木）に第２回審議会を 

開催することが決定。 

 

５.閉会 

 

 


